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1．伝統文化教育を進めるにあたって

本校数学科では，過去3年間にわたって，「持続可能な社会の形成者として必要な資質・能力の育

成」について研究を続けてきた。具体的には，「世界遺産・地域文化財」「防災」「国際理解」「エ

ネルギー」の分野における実践研究を重ねてきた。伝統文化教育と数学を直接つなげる先行研究はあ

まり多くなく，昨年度までの研究を生かして，他の教科等と内容的なつながりを図る試みを行った。

また，数学を学ぶことで，様々な課題を解決するために必要な資質・能力を育成することができる

と考えられる。例えば，データの集計や計算を行ったり，それを見やすく整理したり，グラフや資料

を読み取ったり，複数の数量に数値的な関連性を見いだしたりするには，数学的な資質・能力が必要

である。さらに，それらを数学的に処理し，考察を加え，分かりやすく表現する力や態度は，課題の

解決には必要不可欠であり，全ての教科等の基盤となると考えられる。数学科としては，伝統文化教

育を進めるにあたって，グローバル社会に生きるために必要な資質・能力のうち特にその基盤となる

ものの育成を目指すこととした。

2．資質・能力の育成にあたって

（1）グローバル人材の育成について

数学科では，「グローバル人材」の要素I～Ⅲを踏まえ，例えば以下のような資質・能力の育成に

取組んだ。

①要素I:語学力・コミュニケーション能力

・計算の法則を，文字式を用いて説明する力

．様々なシステムがうまくいっていることが，数学を用いて説明できることを実感し，数

学を問題解決に役立てる態度

・問題解決の方法が正しいことを，文字式の乗法における分配法則を用いて説明する力

．速さの違う二つのものについて，ある地点の時間の差から比例のグラフや式を用いて発

生地点まで の 距 離 を 求 め る 方 法 を説明する力

②要素Ⅱ：主体性・積極性，チャレンジ精神，協調性・柔軟性，責任感・使命感

・問題解決の方法を一般化し，皆で使えるようにする協調的態度

．S波のグラフを比例のグラフとみなし，比例の式を利用して,S波の到達時刻を班で協

力 して 予想する態度

③要素Ⅲ：異文化に対する理解と日本人としてのアイデンティティー

・西洋のルーレットと金沢の伝統的な遊びである「旗源平」に関する様々な確率を比較す

ることによって，共通点やそれぞれの良さを見い出す力
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白銀比や黄金比を，2次方程式と関数電卓を用いて求め，

などの中に，それらを見い出す力

日本や世界の伝統的建築物

（2）関連・連携の考えられる教科等について

①社会科

ア江戸時代「都市の繁栄と元禄文化」

（和算と方程式の関係を考える授業）

イ江戸時代「新しい学問と化政文化」

（三平方の定理を用いて，海岸線から地平線までの距離を計算する授業）

ウ「古代までの日本」

（日本の歴史的建造物の中に白銀比を見い出す授業）

②理科

ア「大地が揺れる」

（地震のP波,S波のグラフを利用し，緊急地震速報の仕組みを考える授業）

（初期微動継続時間から震源までの距離を予想する授業）

イ「光・音・力による現象」

（光と音の伝わる速さのように，速さの違う二つのものについて考える授業）

ウ「宇宙の中の地球」

（紙を何回切ったら月に到達できるか，関数電卓で計算する授業）

③総合的な学習の時間

ア「金沢調べ」

（金沢の伝統的な遊びである旗源平を題材に，数学的確率について考える授業）

3．成果と課題

今年度は，伝統文化教育を数学科としてどのように進めていくか，今年度は，伝統文化教育を数学科としてどのように進めていくか，その題材を考え実践することに

主に取り組んだ。生徒にどのような力がついたかを詳細に調査することは次年度の課題としたい。各

実践の具体的な成果と課題は次のとおりである。

(1)p.51の実践について

以下のような感想から，日常生活と数学が深く結びついていることを理解させることができたと考

えられる。

＜生徒の感想より＞

「数学と理科は密接に関わっていると改めて知りました。初期微動継続時間に急いで行動できる

ようにしたいです。」

「日常でありうる事について，数学と関連付けて考えることで，私たちの安全には数学が大きく

関わっているということが分かった。」

「自分の身を守るためということにも，数学が使われていると知らなかったので，数学の大切さ

に気付けた。」
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｢数学と地震が大きく関わっていることに驚いた。」

｢緊急地震速報の仕組みが分かって面白かった。」

また，アンケート結果より，ほとんどの生徒が，数学を学習することの意義や数学の必要性を実感

することができ，数学を楽しむことができたと考えられる。

＜アンケートの集計結果＞

「数学を学習することの意義や数学の必要性を，とても実感することができた」…57％

「数学を学習することの意義や数学の必要性を，やや感じることができた」…39％

「数学を学習することの意義や数学の必要性を，あまり感じることができなかった」…3％

「 数 学 を 学習することの意義や数学の必要性が感じられなかった」・・・1％

｢数学をすることを，

｢数学をすることを，

｢数学をすることを，

｢数学をすることを，

とても楽しめた」…43％

やや楽しむこと が で き た 」 … 4 3 ％

あまり楽しむことができなかった」･･･10％

楽し めなかった」…4％

課題は次のとおりである。

・理科の授業でまだ学習していないことや，昨年度よりも発問を増やしたことによって，授業時

間が2．5時間になった。授業時間が1時間の内容になるように，内容や時期を考える必要が

ある。

・初期微動継続時間と震源からの距離が比例していることを理解させることが難しかったので，

発問の仕方を工夫する必要がある。

・アンケートの結果はおおむね良かったが,P波やS波の速さを一定とみなして考えることのよ

さをあまり伝えることができなかった。

(2)p.52の実践について

以下のような感想から，課題く四方にある三角形は本当に合同なのだろうか＞についてはほとんど

の生徒が達成できたと考えられる。前時は本時よりも単純な手裏剣の四方にある四角形の合同を証明

させたこともあり，本時の課題をほとんどの生徒が理解できていたと思われる。また，手裏剣を題材

にすることで，折り紙が日本の伝統文化の一つとして受け継がれ，世界中で高い評価を得ていること

を知り，異文化に対する理解はもとより，日本人としてのアイデンティティーの育成の一助とするこ

とができた。

＜生徒の感想より＞

「難しいからこその楽しさがあった。」

「難しくても今までに習ったものを活用すれば解けるんだなと改めて感じた。」

。「前回とは異なり，証明を完成させることができたので良かったし，達成感があった。」

「前回の授業の発展版でよくわかった。前回よりも手が動いたのでよかった。」

「最初に見たときは，『何で合同って証明できるん？」って思ったけれど，なんとか証明できたb」
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｢証明する方法は1つではないことが分かったので，よりよい方法を見つけたいです。」

｢自分のわからないところや，勘違いしたところをお互いカバーすることができたのでよかった

と思う。」

｢手裏剣につづきおもしろい形で証明することができてよかった。」

｢4つの合同を示さなくても，2つの三角形の合同をいうだけで，四方にある三角形の合同がい

えることがわかりました。」

｢最初はどこからとっかかればいいか分からなかったが，グループで話し合うことで，証明を完

成させることができた。」

生徒から「書くのは意外とスラスラ書けたけど，口で言うと難しくててこずりました。」「難しか

ったけど，頭の中ではできました。くやしかったです。」などといった感想があった。数学的な根拠

を明らかにしながら，それを文章や数式，記号で表していくことに抵抗を感じる生徒が何人もいるこ

とが分かった。今後は，証明を自分の文章や言葉で表現する場面をさらに多く取り入れていくことで，

生徒の表現力の育成に努めたい。また，折り紙などの身近な事象を題材にすることで，それを数学的

な問題へ数学化する際に，例えば何を仮定とするかに戸惑った生徒は少なくない。したがって，身近

な事象を数学的な問題として扱う際，数学的な条件をはっきりさせて生徒に伝えることが今後の課題

である。

(3)p.53の実践について

金沢の伝統的な遊戯が，数学とつながっていることを生徒は実感した様子であった。他の事象につ

いても調べてみたいという感想が多々あり，生徒が数学を活用して身の回りの問題を解決しようとす

る態度につながったと考えられる。

西洋のルーレットと旗源平の確率を比較することは面白い題材であるが，問題を解決する必然性と

しては少し弱いように思う。確率を比較したことが，何かの問題を解決することにつながったらなお

よかった。

(4)p、54の実践について

もとは教科書にある題材だが，ドミノ倒しを，「新しい伝統文化」と位置づけて，授業を行った。

生徒は多様な意見をたくさん出し，数学的な議論の深まりが見えた。教科書の課題は，「このように

コースA,Bを作ると,AとBの長さはどうなるだろうか」という，最初からコースが与えられてい

るものであるが，本時では，「どうすればドミノコースA,Bの長さを等しくできるか」という課題

に変えた。その結果，生徒の課題解決への意欲につながったと考えられる。

このように生徒の意欲につながったのは，数学的に課題に工夫を加えたからであり，伝統文化との

つながりを考えたことからではないと考えられる。伝統文化としての題材の扱い方が課題である。

(5)p、55の実践について

日本の九九のすばらしさを生徒が実感するとともに，世界の九九にも目を向け，さらに数学の仕組

みのすばらしさを実感させられた題材であった。ALTとの対話動画を見せることで，生徒も日本以

外の国の九九のイメージを持てた様子であった。

いったん，九九の仕組みが分かってしまうと，そこからの発展が望めないことが，課題として不十
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分だったと考えている。

(6)p.56の実践について

この題材は,ESDの研究のときから，世界遺産・地域文化財の分野の実践として，本校数学科が

実践を重ねてきたものである。世界や日本の伝統文化，伝統的建造物などと深いかかわりがあり，生

徒も興味を持って取組んだ様子が見られた。最終的には，夏休みのレポート課題としたが，数学的洞

察力に優れたレポートが，他のレポートのときに比べて，約1．5倍多く見られたのが成果である。

「なんとなく美しい比率」を数学的に説明する，という趣旨が伝わりにくかったのではないかと思

っている。どこまで生徒に説明するか，何を気づかせるのかを明確にしていきたい。

(7)p.57の実践について

題材としては，金沢の伝統工芸を扱ったものであり，地域の伝統文化に関する課題を設定したこと

で，生徒の学習意欲につながったと考えている。さらに，箱ひげ図という，根拠を明らかにして説明

するための統計的な表現を生徒に身に付けさせることにつながったと考えている。実際，本時の授業

は，総合的な学習の時間の「金沢の未来を提案する」とのつながりを考えた授業であったが，最終的

なまとめを行う際，データの処理と分析の説明に箱ひげ図を用いている生徒も見られた。

実データを用いたことによって，「金箔の商品価格は適正である」という結論に偏りやすくなった

ことが課題である。数学的な問題解決力につなげる場合は，目的に応じて，モデル化された数値を用

いることが多い。しかし，現実離れしたデータは生徒の意欲につながらない可能性もある。その兼ね

合いが難しく，今後の課題である。

(8)p、58の実践について

日本の伝統文化である「からくり人形」から話を始め，現代のロボット技術の話につなげ，それら

を円周角の定理を考える必要性に利用した題材である。生徒は大変興味をもって学習に取組み，授業

後には，「数学ってすごい，感動した」という声が聞かれた。

生徒の様子から，生徒が一番感動したのは，結局は円周角の定理の証明であり，伝統文化とのつな

がりの部分ではなかったように思う。しかし，伝統文化を題材として扱うことで，生徒に円周角の定

理を証明する必要性を感じさせられたのではないか。生徒に課題解決の必要性を感じさせることが，

伝統文化を題材として扱うことの，一つの意味と考える。そして，伝統文化を数学科の授業の中で扱

ったかそうでないかに関わらず，結局は，「数学の面白さ，すばらしさ」が数学科の授業としては大

切であることを実感させられた。教科としての本質を見失わないようにすることが今後の課題である

と同時に，そういうことが分かったことが成果でもあると考えたい。

（9）全体を通して

く研究発表会のアンケートより＞

･数学科の授業を参観したが，いずれも伝統文化を題材にしたうえでの授業設計であり，これは新学

習指導要領における数学的活動で述べられている身の回りの事象や社会の事象としてあつかうこと

ができるものであり，生徒が課題に対して，主体的に取組むことができていた。さらに，自分たち

が生活している地域のよさを改めて認識する機会にもなるので，私自身，今後の授業の中で地域の

伝統についてもっと勉強し，授業にも活用したい。伝統文化を授業で取り上げることで主体的・対
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話的で深い学びにも生かすことができる。

｢伝統文化を題材→主体的な学び」「それを基に数学を用いて解決→深い学び」

上記の研究発表会のアンケートや次ページからの実践事例から分かるように，数学科として伝統文

化を題材にして，数学科のねらいを達成することを意識して授業を行ってきた。しかし，今年度は，

伝統文化を題材にした授業を考え，実践することで精いっぱいで，生徒にどのような力がついたのか，

数学科としてアンケートなどの調査を行うことができなかった。来年度は，伝統文化を題材にした授

業をすることで，生徒にどのような力がついたのかを調べていきたい。
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実践事例 数学科1年

授業者北室好章 授業日11月6日（月）

7日（火）

限
限

１
１

限
限

４
４

一
一

閨係・連携の考えられる教科等

理科社会

隙ｸﾗｽ,洲謡 1
．

1

1年1組～4組数学 科
｜
I

！
ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

扱う伝統文化

・生 活 文 化 ・伝統文化

⑳．現代の日本文化

授業内容

S波が到達する前に，緊急地震速報を知らせることが
できる仕組みを考える。

特に関わる要素I～Ⅲ 教科等で身に付けたい力（本時について）

要素I:語学力・コミュニケーション能力I。P波,S波のグ､ラフを直線とみなし，グラフ
ーー｜を書 くこ とが でき る。

要素Ⅱ

逢 識 ･グラフを利用して,S波の到達時刻を予想す
ることができる。

要素Ⅲ：異文化に対する理解と

日本人としてのアイデンティティー

授業のポイント

「なまずが暴れると地震が起こる」と昔から言われているが，
現代は緊急地震速報があり,S波が来る前に準備できるように
なった。

緊急地震速報の仕組みが数学と関係しているところを，

生徒がいかに理解することができるのかがこの授業のポイントです。

＜授業の流れ＞

・1時間目

①コンパスを使って，震央と予想される場所を見つける。
②P波とS波のグラフをかく。
③グラフから地震が発生した時刻を予想し，理由や根拠も書く。

1叩

１

震
薫
か
ら
の
距
躍
師く

1

1

50

15

秒

2 0253035404550

秒秒秒秒 秒 秒 秒
時刻(11時4分）

・2時間目

①魚津市におけるS波の到達時刻を予想し，理由や根拠も書く。
グラフ，

式などに表す。

⑧緊急地震速報の仕組みを説明する。
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実践事例 数学 科 2 年

（

授業者北村悟朗 授業日11月23日（木）1限

隙ｸﾗｽ,洲認

2年2組

関係。連携の考えられる教科等

英語，技術。家庭科（家庭分野）
Ⅱ
I

扱う伝統文化

生活文､趣
・地域文化。現代の日本文化

授業内容

・手裏剣②の四方にある三角形が合同であることを，既習を
生かし数学的な根拠を明らかにしながら示す。

特に関わる要素I～Ⅲ

要素I:語学力・コ ミュ ニケ ーシ ョン 能力

要素Ⅱ：主体性

協調性

積極性、チャレンジ精神

柔軟性、責任感・使命感

教科等で身に付けたい力（本時について）

・折り紙が他国にどのように受け入れられてい
るか理解する。

・手裏剣②の四方にある三角形の合同を，数学
的な根拠を明らかにしながら考察することが
できる。

麺 異文化に対する理解と
日本人としてのアイデンティティー

授業のポイント・流れ（見て欲しい部分，要素I～Ⅲに関わるポイントなど）

1．折り紙が日本の伝統文化の一つとして受け継がれ，世界中で高い評価を得ていること

を知る。（要素Ⅲ）

2．前時で作成した手裏剣②の一部をグループで持ち寄り，動画で作成方法を確認し，手裏
剣②を作成する。

3．本時の課題く四方にある三角形は本当に合同なのだろうか＞を確認する。

4．課題の仮定を再度確認する。
・4すみの三角形すべての組の証明をする。

．向かい合う2つの三角形の合同を証明する。

･隣接する2つの三角形の合同をいう。

5．個人で課題に取り組む。（自立的活動）また，前時の既習を

活かして，課題（数学的に表現した問題）の図に点とその名

前を付け，どの三角形の組の合同を示すか見定める。（焦点
化した問題への変換）

6．4人1組のグループになり，協力して課題解決に努める。
(協同的活動）

・隣接する三角形が1組の辺が等しくその両端の角がそれぞ

4

■

■

■－
れ等しいことから合同を示す。

・4つの三角形の合同を同時に示す。

･友達の発表した証明より簡潔な証明をする。
図：本時で扱った手裏剣②の例

◎評価

手裏剣②の四方にある三角形の合同を，数学的な根拠を明らかにしながら考察することが
できる。【数学的な見方・考え方】

7．数名の生徒が一人ずつ順に発表する。他の生徒は発表を聴く。

8，本時の授業のまとめをし，本時の授業の感想を記入する。

参考資料：折り紙で手裏剣の作り方まとめhttps://mono-siri.com/12110
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実 践事例 数学科2年

授 業 者 戸水吉信 授業日2月16日（金）1限～4限

組
組

科
１
３

学
限
限

数
１
３

組
組

２
４

限
限

年
２
４

２ 関係・連携の考えられる教科等

総合（金沢調べ）
膿ｸﾗｽ,洲等名

扱う伝統文化

・生活文化・伝統文化

唖秒･現代の日本文化

授 業 内 容
「旗源平の出目の確率を考える」

サイコロを2個投げた時の様々な確率を
考える教材に，金沢市の伝統的な遊びであ
る「旗源平」を用いた。

身に付けたい能力・態度など

要素I:語学力・コミュニケーショ

教科で身に付けたい力（本時について）

ルーレットと確率を比較する
，共通点を見つけ，ルールの
について考える。

ン能力 。西洋のル
ことで，
妥 当 性 に要素 Ⅱ ンジ精神

・使命感
チャレ
責任感

・出やすさを数字
に意味を見い出
活用しようとす

（確率）
し，積極
る態度に

で表すこと
的に数学を
つなげる。

要素Ⅲ
本人としてのｱｲﾝﾃｨﾃ仁

授業のポイント

普通に賭けてい
旗源平において
そこに共通点を
求めようとする

に賭けていたら親の総取りとなるルーレットの「O」
平において敵の中旗を1本返さなければならない「シ
に共通点を見出し，ゲームのルール設定の妥当性を者
ようとする態度につなげる。

の出る確率と，
の確率を比較し
，自ら様々な確

「OO」

ノー」
えさせ

夕

率を

＜授業の流れ＞
・他のゲームの確率と比較するため｜

「ルーレット」で遊んでみる。
・旗源平の遊び方や歴史，ゲームが．
背景について説明する。

・ルーレットでOibOOが出る確率，
旗源平で「シノニ」が出る確率をt
似ていることを確認する。

・旗源平における様々な確率のうち，
で調べてみたい確率を問題として；
確率を求める。

・自分で設定した問題を解いてみて，
や感想をかく。

・考察や感想をクラス全体で共有す』

するために，
みる。
ゲームができた

髭巷［ 〕

る確率と，
確率を比較し，

，自分
設定し，

した問題を解いてみて，考察
く。
をクラス全体で共有する。

率
本
本
家

１
１
薯
０１

一輩上9
－麺

一一一中立

一 J い 旗
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＜生徒の感想より
・旗源平は聞いた
一度もしたことが
機にやってみよう

統文化を知り，誰
です。
・旗源平 は始めて
される，年齢差が
く誰にでも遊べる
いました。
・金沢市の伝統の
て楽しかったです

統とつなげた学習
て 欲 し いと思いま

り＞

たことがあったけれど，
がなかったので ， これを

う と 思 い ま す 。金沢の伝
誰かに伝えられたらいい

知 っ た け れ ど，運に任
あっても技能の差がな
面 白 い ゲ ー ムだなと恩

遊 び が 授 業
・こういう

として学べ

。 こ う い う ，地域の伝
ができる授業を増 や し
した。
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実践事例 数学科3年

授業 者 戸 水 吉信 授業日4月14日（金）1限～4限

’
’
１
１
１
０
１
１
１
１
１
１

組
組

科
４
１

学
限
限

数
１
３

組
組

２
３

限
限

年
２
４

３ 関係・連携の考えられる教科等

理科力の伝わり方

隙ｸﾗｽ‘洲等名

扱う伝統文化

・ 生活文化・伝統文化

授業内容

ドミノのコースを長さが同じになるように
つくり，その理由を文字式を使って説明する

・地域文化

身に付けたい能力・態度など 教科等で身に付けたい力（本時について）

要素I:語学力・コミュニケーション能力｜・問題解決の方法が正しいことを，
｜文字式の乗法における分配法則を

菫菫五フ主他注型責極性，ご毛~ﾜｰｦｰｦ霜海｜用いて説明する力の育成⑳ ９
３

・問題解決の方法を一般化し，皆で
使えるようにする協調的態度と

数学的・演緯的思考の育成
要素Ⅲ：異文化に対する理解と

日本人としてのｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨｰ

授業のポイント

ドミノは教科書にある題材なのですが，ドミノを伝統文化の題材として扱うことで

見いだしたキーワードは以下の通りです。

。新しい伝統・世界共通。協働性

授業は晉通の数学の授業です。数学を用いて，ドミノ（などの日常生活）の問題を

解決する力と態度の育成を目指します。

＜ 授業の流れ＞

開始5分後まで

開始5分後～25分後

帯活動である 小テストを行っています

課題提示

…題材の面での伝統文化とのかかわりはここ。

世界記録

（団体）

旗ﾐﾉ浸しのルール

･･･ギネス･ワールド･レコーズより(、暗ルール》

･スタート地胤でのたった1回のド冑ノリッチでどれ

だけのドﾐﾉを1度に僻せるのか”

･途中で塩ﾉが止まってLぎうと.そこ蜜での倒れ
た垂錘羨淀する．

･途中'二仕叫けや､色つきドﾐﾉを便ってモザイク

閲とLて並べ,一気に四散を槐いでも旧わない③

ﾜー ﾙドﾙー ﾙ0職

篭 4．491．863個

(オランダ.2009)

世界識0儲(峨伽lb01つ噸うていること）ドﾐﾉ肌0洲躯雛

開始25分後～最後 生徒の追求活動，発表

…生徒の追求の様子はここ。

（いろいろな方法や説明の仕方にチャレンジし，
問題解決の方法を一般化して，皆で使える
ようにする態度の青崩。）

函
‐
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一

師
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＄

ｑ』
ぬ
一
一

打
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一
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･
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－
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実 践事例 数学科3年

授業日5月22日（月）1限～4限授業者戸水吉信

関係・連携の考えられる教科等

国語，英語語呂合わせなど

組
組

科
１
３

学
限
限

数
１
３

組
組

４
２

限
限

年
２
４

３

腱ｸﾗｽ,洲等名

授業内容扱う伝統文化

・ 生 活 文 化・伝統文化

・地域文化・ 現 代 の 日

世界の国々の九九について知り，もしも九九が
5の段までしかなかったらどうなるか数学的に
考 察 す る現代の日本文化

5教育における
～世界文化

教科等で身に付けたい力（本時について）身に付けたい能力°態度など

⑳ ⑳コ ミ ュ ニ ケ ー ション能力｜・計算の法則を文字式を用いて
I説明する力を育成する

積極性，チャレンジ精神1
柔軟性，責任感・使命感i・様々なシステムがうまくいつ

要素Ⅱ：主体性・
協調性。 システムがうまくいってい る

，数学を用いて説明できること
し，数学を問題解決に役立てる
育成する

・様ノマなシズ

ことが，数

を実感し，
態度を育成

す
て

対
し》

授業のポイント

日本の九九と世界の九九を比較し，九九の秘密を文字式を用いて説明する。

＜授業の流れ＞

開始5分後まで

開始5分後 ～ 2 0 分 後

帯活動である小テストを行っています

課題提示

…伝統文化に関わる部分はここ。

ジム先生(ALT)との対話動画を流す。

｢ …
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実践事例 数学科3年

限
限

６
４

限
限

１
３

Ｊ
Ｊ

月
火

く
く

日
日

６
７

２
２

月
月

６
６

授業 者 戸 水 吉信 授業日

組
組

科
２
３

学
限
限

数
１
３

組
組

１
４

限
限

年
６
４

３ 関係・連携の考えられる教科等

音楽，美術，英語，社会

腱ｸﾗｽ,綱詫

授業内 容

「白銀比と黄金比」

Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
申
１
１
１
１
１
０
０
１
０
０
０
１
０

扱う伝統文化

・生活文化

・地域文化 ざ現代の日本文イ 美しい と 感 じ る も の で ， 数 学 的 に 説 明 す る こ と が
で きることがあることを理解する

教科等で身に付けたい力（本時について）身に付けたい能力・態度など

要素I:語学力・コミュニケーション能力｜・白銀比(A3,B4などの紙の縦横比）
’を，4/-を使って表す

要素Ⅱ：主体性・積極性，チャレンジ精神I
協調性・柔軟性，責任感・使命感｜・黄金比（長方形から正方形を取り除く

Iと，もとの長方形と相似になる長方形

雪雲T言要更鹿毫需蕊夛｜騨濤些癌壱2次方程式と関数電卓
に対 する理

としてのアイデンﾃｨ了

授業のポイント

・日本の伝統的建築物（法隆寺）や，現代の日本を代表する建造物（東京スカイ
ツリー）に白銀比が見られること。

・世界遺産やヨーロッパの建造物（パルテノン神殿，パリの凱旋門）に黄金比が
見られること。

上記の2つのこ とから，日本と世界とでは美しいと感じることに違いが見られる
ことを理解し，日本と世界の違いと良さを考えるきっかけとする。

j畠

嘩1多

1輯il

鰯 ~一〒

＜ 授 業の流れ＞

１
１

一
一
一

分
分
分

０
５
０１

分
分
分

５
０
５

帯活動である小テストを行う。

適当に長方形を＝いて，その縦權比を測ってみる。

身の回りの長方形で白銀比になっているもの（教科書）
を実際に長さを測って確かめてみる。

紙(A3,B4など）が白銀比になっていることから，
白銀比を求めてみる。

白銀比に対して黄金比があることを知り，世界の建造物
の中に黄金比を見いだす。
黄金比を実際に関数電卓を用いて求めてみる。
臺季レポートの説明，先輩方のレポートの鑑賞。

分
分

０
０

２
３

｛
へ

分
分

５
０

１
２

分
分

５
０

３
５

一
一

分
分

０
５

３
３
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実践事例 数学科3年

授業者戸水吉信 授 業 日 1 1 月 2 3 日 （ 木 ） 2 限

関係。連携の考えられる教科等

総合的な学習，社会
鰈ｸﾗｽ,綱等名｜数学科3年1組

|授業内容
！「データの活用」
｜金沢の伝統工芸である「金箔」の店頭売りの商品
Iの価格を箱ひげ図に表し，通販の価格や他の伝統
｜工芸品の価格を箱ひげ図に表したものと比較する
｜中で，価格の適正さについて，数学的な根拠を明
｜らかにしながら，自分の考えを述べる授業

扱う伝統文化

・生活文化・伝統文化

硯代の日本文化

身に付けたい能力・態度など 教科等で身に付けたい力（本時について）
１
０
０
８
０
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
Ｉ
Ｉ

要素I

要素Ⅱ

げ図を用いて
比較して読み
断する力を身

四分｛
夕のう
批判〔
たい。

位範囲や箱ひ
分布の傾向を
的に考察し判

，フー‐一

取り，
に付け

●

主体性・積極性，チャレンジ精神
協調性・柔軟性，責任感・使命感

異文化に対する理解と
日本人としてのアイデンティティー

要素Ⅲ

授業のポイント
・金沢の伝統工芸である

「金箔」や「九谷焼」
「加賀友禅」を題材とし

た授業である。
・授業のポイントとしては，
同じ図を見 て も ， 様 々 な
数 学的 根拠の示し方がある
ことに気づき，グループで
話し合ってお互いの考え方

の良さを理解する流れを考
えた。それが，新しい考え
方が生まれ るきっかけにな
ればと思う。最終的に生徒
には，様々な考え方に基づ
き，自発的に新しい提案を
行う力をつけたい。

＜授業の流れ＞
①伝統工芸についてのスライ

ドを見て，本時の課題を知
る。

②PCを用いて，四分位数な
どを確認し，箱ひげ図を完
成させる。

③金箔の商品価格について，
自分の考えをまとめる。

④それぞれの考えを班で共有
する。

⑤班で出た意見を全体で共有
する。

金沢の金箔の商品価格について考える
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実 践事例 数学科3年

授業日櫃昌謂
３
２

一
一

３
３

限
限

３
５

Ｊ
Ｊ

火
水

く
く

４
１

一
一

３
３

限
限

５
６授 業者戸水吉信

関係。連携の考えられる教科等

技術，美術，理科，保健体育
隙ｸ ﾗ ｽ , 綱 詫i数学科3年全クラス

扱う伝統文化

・生活文化

・地域文化

授業内 容
「円周角の定理」（導入）

日本の伝統文化で
技術で学習してい
プロ グ ラ ム を 題 材

る
，
，

あ
る
に

「からくり人形」と，
ロボットを回転させる
円周角の定理を考える授業

Ｉ
Ｏ
Ｏ
０
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
１
１
ｌ
１
１
１
１
Ｉ
Ｉ
０

身に付けたい能力・態度など

要素I:語学力・コミュニケーショ

教科等で身に付けたい力（本時について）

・円周角を，円周上を動くロボットが，
ある点で回転する角であるとみて，
同じ弧に対する円周角が等しいことを
数学的な根拠を明らかにして理解でき
る力を育てる。

ン能力

要素Ⅱ：主体性・積極性，
協調性・柔軟性，

ンジ糖神
･使命感

チヤレ
責任感

要素Ⅲ

本人としてのｱｲﾝﾃｨﾃｨｰ

授業のポイント

書 に60o

を変える

BからA』
基L

向き

■
一
一

60。
【●】

B か ら

何 度 向
変えた
よいか

Aに

|きを
ら
つ

6

賛
㈲
』
坪
。

』

A B

＜授業の流れ＞

一
一

分
分

０
５

分
分

帯活動である小テストを行う。
からくり人形の動画を見る。
技術のロボットを回転させるご
アナログとデジタルの違い，二
本時の課題を提示する。
円周角の定理が成り立つこと7
円周角の定理をまとめる。
演習問題を行う。

５
０２

ジuーO

させるプログラムに触れる。
違い，それぞれの良さを話題に出す。
0

つことを証明する。
る。

分
分
分

０
５
０

３
３
５

一
泊
一

分
分
分

Ｏ
Ｏ
５

２
３
３

－58－

日本の伝統文化である「からくり人形」を動画で取り上げ，その技術のすぱら
さを感じるとともに，その動きをプログラミングする現代の技術のすばらしさ
比較し，アナログとデジタルの違い，良さ，などを考えるきっかけとする。
ここが，本時を伝統文化教育の授業であるととらえるポイントである。
（題材としての伝統文化教育のとらえ）

また，ロボットが向きを変える必要性を，日本が力を入れているスポーツの
つであるバレーボールのレシーブの技術になぞらえて説明する。

日本が力を入れているスポーツの
なぞらえて説明する。

し
と
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